
平

成

十

年

七

月

十

七

日

受

領 
答

弁

第

五

八

号 

     
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
日
本
共
産
党
幹
部
宅
盗
聴
事
件
の
事
実
認
定
と
責
任
所
在
な
ど
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対 
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閣
衆
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一
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二
第
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一
の
（
5
）
に
つ
い
て 

一
の
（
4
）
に
つ
い
て 

一
の
（
3
）
に
つ
い
て 

一
の
（
1
）
の
御
質
問
に
対
す
る
答
弁
は
、
「
い
い
え
」
で
あ
る
。 

一
の
（
1
）
及
び
（
2
）
に
つ
い
て 

個
人
の
著
述
の
内
容
に
つ
い
て
は
論
評
す
る
立
場
に
な
い
が
、
一
般
論
と
し
て
述
べ
れ
ば
、
検
察
官
は
、
常
に
法
と
証
拠

に
基
づ
い
て
厳
正
公
平
、
不
偏
不
党
を
旨
と
し
て
刑
事
事
件
を
適
切
に
捜
査
、
処
理
す
べ
き
職
責
を
担
い
、
こ
れ
を
果
た
し

て
き
て
お
り
、
今
後
も
同
様
で
あ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

東
京
地
方
検
察
庁
検
察
官
は
、
御
質
問
の
事
件
に
つ
い
て
、
警
察
に
よ
る
組
織
的
犯
罪
で
あ
る
と
ま
で
は
認
定
し
て
い
な

い
。 東

京
地
方
検
察
庁
検
察
官
は
、
御
質
問
の
事
件
に
つ
い
て
、
所
要
の
捜
査
を
尽
く
し
た
上
、
適
切
な
処
理
を
行
っ
た
も
の 

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
日
本
共
産
党
幹
部
宅
盗
聴
事
件
の
事
実
認
定
と
責
任
所
在
な
ど
に
関
す
る
第
三 

回
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

一
の
（
7
）
に
つ
い
て 

一
の
（
6
）
に
つ
い
て 

で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
捜
査
官
が
い
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

御
質
問
の
書
面
は
、
神
奈
川
県
警
察
所
属
の
警
察
官
二
名
が
本
件
盗
聴
に
関
与
し
て
い
た
と
の
東
京
地
方
検
察
庁
検
察
官

の
事
実
認
定
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
要
旨
は
、
日
本
共
産
党
幹
部
宅
盗
聴
事
件
の
事
実
認
定
と
責
任
所
在
な
ど

に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
年
五
月
二
十
六
日
内
閣
衆
質
一
四
二
第
三
〇
号
。
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と

い
う
。
）
一
の
（
3
）
に
つ
い
て
で
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 

御
質
問
の
警
察
庁
警
備
局
長
通
達
は
、
警
察
官
が
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
違
反
に
よ
り

起
訴
猶
予
処
分
を
受
け
た
こ
と
に
か
ん
が
み
発
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
業
務
管
理
、
指
導
教
養
及
び
人
事
管
理
を
徹
底

し
、
情
報
収
集
活
動
の
一
層
の
適
正
推
進
に
努
め
る
よ
う
指
示
す
る
こ
と
を
内
容
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
質
問
の
件
に
つ

い
て
の
事
実
認
定
と
責
任
の
所
在
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。 

ま
た
、
右
二
名
の
警
察
官
に
対
し
て
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
上
の
懲
戒
処
分
で

あ
る
戒
告
処
分
が
な
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

四 

 



 

二
の
（
3
）
に
つ
い
て 

二
の
（
2
）
に
つ
い
て 

二
の
（
1
）
に
つ
い
て 

我
が
国
の
行
政
機
関
に
お
い
て
は
、
職
員
は
、
法
令
を
遵
守
す
る
義
務
を
負
い
、
法
令
に
従
い
、
適
正
に
職
務
執
行
を 

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
前
回
答
弁
書
二
の
（
2
）
に
つ
い
て
で
「
違
法
な
傍
受
は
行
わ
れ
て
い
な
い
」
と
答
弁

し
た
も
の
で
あ
る
。 

平
成
十
年
五
月
二
十
日
の
衆
議
院
法
務
委
員
会
に
お
い
て
、
警
察
庁
伊
達
興
治
警
備
局
長
は
、
「
い
わ
ゆ
る
緒
方
宅
事
件

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
当
時
の
東
京
地
方
検
察
庁
の
捜
査
に
お
い
て
、
警
察
官
に
よ
る
盗
聴
行
為
が
あ
っ
た
と

認
め
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
後
の
民
事
訴
訟
に
お
き
ま
し
て
も
同
様
の
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
警
察
と
し
て
も
厳
粛
に
受
け
と
め
て
お
り
、
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
警
察
と
し
ま
し
て
は
、
本
件
の
反
省
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
国
民
の
信
頼
を
裏
切
る
こ

と
の
な
い
よ
う
厳
し
く
戒
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
こ
の
答
弁
は
、
御
指
摘
の
件
に
係
る
警 

違
法
な
行
為
に
対
し
て
は
、
法
令
に
基
づ
き
厳
正
に
対
処
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

五 

 



 

四
の
（
1
）
に
つ
い
て 

三
の
（
3
）
に
つ
い
て 

三
の
（
1
）
及
び
（
2
）
に
つ
い
て 

二
の
（
4
）
に
つ
い
て 

日
本
共
産
党
幹
部
宅
盗
聴
事
件
の
事
実
認
定
と
責
任
所
在
な
ど
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
年
三
月
二
十

七
日
内
閣
衆
質
一
四
二
第
一
七
号
）
三
の
（
5
）
に
つ
い
て
で
答
弁
し
た
と
お
り
、
現
在
の
令
状
の
請
求
及
び
発
付
の
手
続

は
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
令
状
請
求
の
際
に
提
供
さ
れ
る
資
料
を
裁
判
所
で
保
管
す
る
こ
と
と
す

る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

な
お
、
当
該
在
職
者
の
具
体
的
な
職
務
等
に
つ
い
て
は
、
警
察
業
務
の
遂
行
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
も
あ
り
、
ま
た
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

察
の
認
識
を
よ
り
明
確
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。 

御
質
問
の
よ
う
な
懲
戒
事
例
等
が
あ
っ
た
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

御
質
問
の
警
察
官
二
名
の
う
ち
、
一
名
は
神
奈
川
県
警
察
に
在
職
し
、
一
名
は
退
職
し
て
い
る
。 

六 

 



 

 

七 

御
質
問
の
「
チ
ヨ
ダ
」
と
い
う
も
の
は
承
知
し
て
い
な
い
の
で
、
答
弁
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

四
の
（
2
）
に
つ
い
て 

警
察
庁
に
お
い
て
は
、
局
部
単
位
の
定
員
は
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
局
部
内
に
お
け
る
各
課
へ
の
人
員
の
配
置
に
つ

い
て
は
、
そ
の
時
々
の
治
安
情
勢
、
行
政
需
要
等
に
応
じ
て
総
合
的
、
弾
力
的
な
運
用
が
行
わ
れ
て
お
り
、
警
備
局
警
備
企

画
課
の
人
員
に
つ
い
て
も
、
警
備
局
の
定
員
（
二
百
八
十
一
人
）
の
枠
内
に
お
い
て
弾
力
的
な
運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
警
察
庁
の
予
算
は
、
各
課
別
に
区
分
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
警
備
局
警
備
企
画
課
の
予
算
に
つ
い
て 

は
、
答
弁
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

そ
の
余
の
御
質
問
に
つ
い
て
は
、
「
チ
ヨ
ダ
」
と
い
う
も
の
を
承
知
し
て
い
な
い
の
で
、
答
弁
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

四
の
（
3
）
に
つ
い
て 

警
視
庁
に
お
い
て
、
犯
罪
捜
査
の
必
要
性
か
ら
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
百
九
十
七
条

第
二
項
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
三
一
書
房
の
取
引
銀
行
に
対
す
る
照
会
を
行
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
犯
罪
捜
査
以

外
の
目
的
で
こ
の
よ
う
な
照
会
を
行
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 


